
□農地の湛水被害を解消
□流域一体となって洪水被害を軽減

□流域治水対策の全国モデル
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排水路、調整池の
水位を事前に低下さ
せ
雨水貯留容量を確保

排水
路

① 気象データや河川情報等（河川管理者から提供）も活用した排水機場群の効果的な運用（統合管理）
② 事前排水による排水路・調整池への雨水貯留容量の確保
③ 国土交通省が計画している遊水地との事業連携の検討
④ 各機場の内外水位情報やカメラ映像を河川管理者・市町村と共有し、水防活動・避難指示等へ活用
⑤ 田んぼダムの取組による雨水の貯留 等

遊水地（国土交通省計画）に貯
留（平常時は水田）

住民への避難指示等

情報共有、指示等

河川管理者

河川管理・ＤＸ
水防活動等への活

用

流域一体の取組
により洪水を
安全に流下

⇒吉田川の

治水安全度
を向上

事前排水に
よる貯留

運転調整により
河川への流出を抑制

運転調整により
河川への流出を抑制

水田の貯留機能を発揮

TC/TM
集中管理

住民への避難指示等

遊水地に洪水調整
（平常時は水田）
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④ 内外水位情報の
集約・共有・活用 ② 事前排水

⑤ 田んぼダム

③ 遊水地との事業連携

① 排水機場群としての効果的な運用
（全関係機場の運転調整等 ⇒統合管理）

【運転調整の効果】

中央
管理所

農地に水がたまる
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運転調整により
河川への流出を抑制

吉田川流域地区
流域治水の取り組み（新たな国営事業のイメージ）



●鳴瀬川等流域治水協議会の下に設置。事務局は北上川下流河川事務所。
●目的は、「気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、流域のあらゆる関係者が協働して
流域全体で水害を軽減させる治水対策、「流域治水」を推進するとともに、吉田川流域における
流域水害対策について検討すること」（「吉田川流域治水部会」規約より抜粋）

●流域治水の全国モデルとなる気概で取り組み。

【吉田川流域治水部会】

吉田川流域地区
地域協働による流域治水の取り組み
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